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The Yaeyama MainichiThe Yaeyama Mainichi
営業部営業部

【応募方法】
弊社1階窓口に直接お持ちいただくかメールアドレス・FAXでも
受け付けています。

アドレス：sales@y-mainichi.co.jp
＊氏名・連絡先は必ず明記してください。
＊料金のお支払いは前払いでお願いします。
＊手書きメッセージの掲載も可能です（イラストも可）。

掲載日
9月17日月
掲載日
9月17日月

9月第3月曜日は
「敬老の日」です。
9月第3月曜日は
「敬老の日」です。
9月第3月曜日は
「敬老の日」です。

TEL0980-82-2121・FAX 0980-82-1150

50文字以内➡
100文字以内➡

料金
（税込）
料金
（税込）

1,000円
2,000円

応募
締切
応募
締切 9月14日金9月14日金9月14日金

マッサージをしてあげたり、プレゼントを渡したり、一緒に
食事へ行ったり…いろいろなプレゼントの方法もあります
が、日頃の感謝の気持ちをメッセージにして「おじいちゃん」
「おばあちゃん」へ伝えてみてはいかがでしょうか。

マッサージをしてあげたり プレゼントを渡したり 一緒に

メッセージ募集メッセージ募集
敬老の日
メッセージ募集

おじいちゃん、あばあちゃんへ新聞紙面でメッセージを贈りませんか?おじいちゃん、あばあちゃんへ新聞紙面でメッセージを贈りませんか?安心の補聴器は八重山唯一の専門店へ

今ある聞こえを十分に活かし、安心で楽しい生活をしませんか？

□自動車が急にそばを通ってびっくりしたことがある
□病院や役所で、呼ばれているのに気付かないことがある
□家族で会話を楽しみながら食事をしたい
□趣味や運動でもっと人生を楽しくしたい

正
し
く
知
ろ
う

正
し
く
知
ろ
う

正
し
く
知
ろ
う

の
本
当
の
こ
と

の
本
当
の
こ
と

の
本
当
の
こ
と

補
聴
器

補
聴
器

補
聴
器

☎83-4133
よ い み み八重山NTT向かい

琉球補聴器石垣店RYUKYU
♩

市立石垣
保育所

● アートホテル
石垣島●

八重山NTT
●

桃林寺西通り

●エネオス
産業道路 平得方面→

●

琉球補聴器石垣店
PP

耳ご自宅での相談も承ります。
元ココストア

★エアコン取付け・取り外し・修理
★島内引越し　★不要品処分　
★エアコンクリーニング
★排水管詰まり抜き★水漏れ修理
★BS/CSアンテナ、ドアノブ交換

☎87-0406

寿司寿司寿司

吟味 吟味 吟味 

17時～翌  時17時～翌  時17時～翌  時17時～翌  時
営業時間営業時間営業時間営業時間

（AM2時ラストオーダー）（AM2時ラストオーダー）（AM2時ラストオーダー）（AM2時ラストオーダー）

33
石垣市石垣 34石垣市石垣 34石垣市石垣 34石垣市石垣 34不定休不定休不定休不定休

日曜日は24時まで［L.O.23時半］日曜日は24時まで［L.O.23時半］
＊月曜日祝日の場合は３時閉店、翌月曜日は２４時閉店［L.O.23時］＊月曜日祝日の場合は３時閉店、翌月曜日は２４時閉店［L.O.23時］

☎8888-7171☎88-7171☎88-7171☎88-7171すし太郎すし太郎 すし太郎 すし太郎 すし太郎 すし太郎 

強
風
影
響
か

長
包
音
楽
祭
実
行
委

琉
球
大

実
行
委
が
来
場
呼
び
掛
け

旧
盆
中
日
の
２４
日
夜
、
北
部
三
大
祭
り
の
ラ
ス
ト
を
飾
る
明
石
エ
イ
サ
ー
祭
り
（
明
石
公
民

館
主
催
）
が
公
民
館
広
場
で
行
わ
れ
た
。
名
物
の
エ
イ
サ
ー
で
は
、
地
域
住
民
ら
が
勇
壮
な
群

舞
で
先
祖
を
供
養
し
、入
植
の
歴
史
を
再
確
認
し
た
。市
街
地
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
し
、

会
場
は
観
光
客
も
加
わ
っ
て
に
ぎ
わ
い
、
２
回
目
の
エ
イ
サ
ー
で
は
一
体
と
な
っ
て
踊
り
を
楽

し
ん
だ
。
明
石
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
に
よ
る
ラ
イ
ブ
も
あ
っ
た
。

明
石
集
落
は
１
９
５
５
年
、

沖
縄
本
島
各
地
か
ら
の
入
植
者

が
開
拓
し
た
村
。
同
祭
り
は
先

祖
を
供
養
す
る
と
と
も
に
地
域

の
団
結
を
強
め
る
こ
と
を
目
的

に
１
９
５
７
年
に
始
ま
り
、
こ

と
し
で
６０
回
目
。

吉
川
詞
剛
公
民
館
長
は
「
過

去
に
は
干
ば
つ
の
被
害
を
受

け
、
集
落
の
戸
数
が
半
減
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
後
も
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
受
け
、
明
石

エ
イ
サ
ー
、
明
石
集
落
は
支
え

合
い
発
展
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

１
回
目
の
エ
イ
サ
ー
で
は
明

石
の
住
民
や
島
外
か
ら
駆
け

付
け
た
出
身
者
ら
が
輪
に
な

り
、
夕
暮
れ
の
中
で
約
３０
分

間
、
エ
イ
サ
ー
や
手
踊
り
を

舞
っ
て
絆
を
強
め
た
。
２
回
目

の
群
舞
で
は
観
光
客
や
地
区
外

の
住
民
も
参
加
し
、
全
員
で
宵

の
空
に
太
鼓
の
音
を
響
か
せ

た
。来

場
者
は
、
出
店
の
料
理
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
明
石
出

身
の
宜
保
和
也
さ
ん
や
田
里
友

邦
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
、
地
域

住
民
に
よ
る
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ダ
ン

ス
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。
地
域
の

児
童
生
徒
に
よ
る
創
作
童
歌
の

合
唱
も
あ
っ
た
。

「
い
し
ゃ
な
ぎ
ら
子
ど
も
ア

ン
ガ
マ
」（
岡
山
稔
世
話
人
）
が

旧
盆
中
日
の
２４
日
午
後
、
高
齢

者
福
祉
施
設
な
ど
３
カ
所
で
行

わ
れ
、
２
歳
児
か
ら
高
校
２
年

生
ま
で
３３
人
が
、
踊
り
や
珍
問

答
で
お
年
寄
り
た
ち
を
楽
し
ま

せ
た
。

ア
ン
ガ
マ
は
、
旧
盆
に
グ

ソ
ー
（
あ
の
世
）
か
ら
帰
っ
て

き
た
と
さ
れ
る
ウ
シ
ュ
マ
イ

（
翁
）
と
ン
ミ
ー
（
媼
）
が
、

フ
ァ
ー
マ
ー
（
子
孫
）
を
引
き

連
れ
家
々
を
回
り
、
念
仏
踊
り

や
問
答
を
繰
り
広
げ
る
八
重
山

の
伝
統
行
事
。
子
ど
も
ア
ン
ガ

マ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
統
文

化
を
体
験
さ
せ
よ
う
と
２
０
０

３
年
か
ら
行
っ
て
お
り
、
今
年

で
１５
回
目
。

こ
の
う
ち
、
福
祉
施
設
で
は

笛
や
三
線
、
太
鼓
で
「
道
唄
」

を
響
か
せ
な
が
ら
入
場
。
ウ

シ
ュ
マ
イ
と
ン
ミ
ー
が
線
香
を

供
え
た
後
、
踊
り
と
問
答
を
交

互
に
繰
り
広
げ
た
。

問
答
は
方
言
で
行
わ
れ
、「
あ

の
世
で
の
転
ば
な
い
歩
き
方
を

教
え
て
」
と
い
う
質
問
に
、
ウ

シ
ュ
マ
イ
ら
が
「
あ
の
世
で
は

ミ
ス
コ
ー
ミ
ス
コ
ー
（
ゆ
っ
く

り
ゆ
っ
く
り
）
で
は
な
く
、
チ

ン
ス
コ
ー
チ
ン
ス
コ
ー
と
言
っ

て
歩
く
」「
あ
な
た
た
ち
も
し
っ

か
り
歩
き
な
さ
い
」
と
ダ
ジ
ャ

レ
で
返
し
、
笑
い
を
誘
っ
た
。

ウ
シ
ュ
マ
イ
役
の
稲
嶺
優
海

さ
ん
（
１６
）
＝
登
野
城
＝
と
ン

ミ
ー
役
の
平
良
悠
妃
さ
ん

（
同
）
＝
石
垣
＝
の
コ
ン
ビ
は

こ
と
し
で
５
年
目
。

稲
嶺
さ
ん
は
「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
笑
っ
て
く

れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。
高
校

を
卒
業
し
て
も
地
元
行
事
に
参

加
し
た
い
」、平
良
さ
ん
は
「
こ

と
し
も
う
ま
く
で
き
た
と
思

う
。
地
域
の
つ
な
が
り
に
参
加

で
き
て
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
。

施
設
利
用
者
の
片
桐
政
宏
さ

ん
（
９３
）
は
「
と
て
も
朗
ら
か

で
愉
快
な
も
の
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
。
最
高
」
と
喜
ん
だ
。

明
石
エ
イ
サ
ー
祭
り
に
は
、

都
留
文
科
大
学
３
年
の
斉
木
香

穂
さ
ん
（
２０
）
と
鈴
木
み
な
み

さ
ん
（
２２
）、流
通
経
済
大
学
３

年
の
相
坂
毬
乃
さ
ん
（
２０
）
と

田
代
結
貴
菜
さ
ん
（
同
）
が

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
一
環
と

し
て
参
加
し
、
明
石
集
落
の
伝

統
行
事
を
体
験
し
た
。

初
参
加
の
相
坂
さ
ん
は
「
ど

う
す
れ
ば
組
織
へ
の
愛
着
が
育

つ
か
、
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
心

が
あ
り
、
明
石
エ
イ
サ
ー
は
学

ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

る
」
と
刺
激
を
受
け
た
。

３
回
目
の
斉
木
さ
ん
は
「
地

域
の
行
事
に
重
ね
て
参
加
さ
せ

て
も
ら
っ
た
こ
と
は
、
今
後
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
糧
に
な

る
」
と
話
し
た
。

学
生
の
引
率
を
担
当
す
る
流

通
経
済
大
学
教
育
学
習
支
援
セ

ン
タ
ー
の
草
山
洋
平
専
任
所
員

は
「
明
石
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

か
ら
集
ま
っ
た
人
々
が
つ
く
っ

た
共
同
体
で
、
エ
イ
サ
ー
は
結

節
点
だ
と
思
う
。
学
生
に
は
こ

の
体
験
を
通
し
て
感
じ
取
っ
た

も
の
を
将
来
に
生
か
し
て
ほ
し

い
」
と
期
待
し
た
。

「
ウ
シ
ュ
マ
イ
、
ン
ミ
ー
の

長
男
は
誰
で
す
か
？
」。大
川
青

年
会
（
通
事
雄
一
郎
会
長
）
の

ア
ン
ガ
マ
で
２４
日
、
見
物
人
か

ら
質
問
が
飛
ぶ
と
、
す
る
す
る

も
も
は
ら

と
現
れ
た
の
は
桃
原
卓
也
君

（
１２
）
＝
兵
庫
県
姫
路
市
。
手

に
し
て
い
た
津
軽
三
味
線
で
ア

ン
ガ
マ
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
実
現
、
力
強
い
演
奏
に
拍

手
が
わ
き
起
こ
っ
た
。

桃
原
君
は
、
父
・
卓
志
さ
ん

の
姉
で
大
川
の
後
盛
学
さ
ん
に

嫁
い
だ
み
ゆ
き
さ
ん
を
頼
っ
て

初
来
島
。
１０
月
に
コ
ン
ク
ー
ル

を
控
え
て
お
り
、
練
習
も
兼
ね

て
親
戚
ら
に
演
奏
を
聞
か
せ
た

い
と
津
軽
三
味
線
を
持
参
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
近
所
の
後
上
里

馨
さ
ん
宅
を
訪
れ
た
ア
ン
ガ
マ

の
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
す
る
こ

と
に
。

家
業
が
和
楽
器
屋
で
祖
父
の

影
響
で
津
軽
三
味
線
を
始
め
た

１２
歳
は
「
音
が
出
た
ら
落
ち
着

い
た
。
日
本
の
真
逆
で
し
か
も

大
勢
の
前
で
演
奏
で
き
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
（
コ
ン

ク
ー
ル
に
向
け
て
）
緊
張
を
我

慢
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

自
信
に
つ
な
が
っ
た
様
子
。

み
ゆ
き
さ
ん
の
義
父
、
勝
英

さ
ん
（
７６
）
は
「
初
め
て
津
軽

三
味
線
を
聞
い
た
が
、
素
晴
ら

し
か
っ
た
」
と
目
を
細
め
た
。

離
島
桟
橋
に

大
量
の
海
草
類

ユ
ー
グ
レ
ナ
石
垣
港
離
島

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
桟
橋
付
近
の
海

面
で
２４
日
午
後
、
大
量
の
海
草

類
が
押
し
寄
せ
て
い
る
の
が
確

認
さ
れ
た
。
同
日
午
後
２
時
半

ご
ろ
、
桟
橋
の
周
囲
約
２０
㍍
の

海
面
に
漂
っ
て
い
る
の
が
目
撃

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
桟
橋

付
近
に
流
れ
着
い
た
と
み
ら
れ

る
。市

港
湾
課
に
よ
る
と
、
こ
れ

ま
で
浜
崎
マ
リ
ー
ナ
で
海
草
が

押
し
寄
せ
た
こ
と
は
あ
っ
た

が
、
離
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
初

め
て
。
数
日
続
い
た
南
か
ら
の

強
風
が
原
因
で
は
な
い
か
と
み

て
い
る
。

船
の
運
航
に
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
同
課
は

週
明
け
に
も
港
湾
内
の
ご
み
収

集
を
委
託
し
て
い
る
業
者
に
依

頼
し
、
海
草
の
回
収
作
業
を
行

う
予
定
。

少
年
少
女
合
唱
団
に

収
益
金
の
一
部
寄
付

宮
良
長
包
生
誕
１
３
５
年
記

念
音
楽
祭
実
行
委
員
会
（
宜
寿

次
均
会
長
）
は
、
６
月
３０
日
に

浦
添
市
で
だ
こ
ホ
ー
ル
で
開

い
た
音
楽
祭
の
収
益
金
の
一
部

を
、
出
演
団
体
の
い
し
が
き
少

年
少
女
合
唱
団
に
寄
付
し
た
。

２４
日
午
後
、
石
垣
市
文
化
協

会
で
実
行
委
員
３
人
が
、
同
団

指
揮
者
の
砂
川
富
貴
子
さ
ん
に

手
渡
し
た
。
音
楽
祭
の
模
様
を

収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
贈
呈
し

た
。音

楽
監
督
を
務
め
た
大
山
伸

子
副
会
長
は
「
子
ど
も
た
ち
の

天
使
の
よ
う
な
澄
ん
だ
歌
声
と

ハ
ー
モ
ニ
ー
に
本
当
に
心
が
洗

わ
れ
た
。
台
風
の
中
、
保
護
者

の
方
も
含
め
、
よ
く
ぞ
石
垣
か

ら
出
演
す
る
と
英
断
を
し
て
く

れ
た
」
と
感
謝
。

砂
川
さ
ん
は
「
宮
良
長
包
音

楽
祭
は
バ
ト
ン
レ
ー
ス
。
子
ど

も
た
ち
の
歌
声
に
励
ま
さ
れ
て

お
り
、
来
春
の
ス
イ
ス
へ
の
演

奏
旅
行
の
た
め
コ
ツ
コ
ツ
と
練

習
を
積
ん
で
い
る
。
成
果
を
発

揮
で
き
る
よ
う
経
験
を
生
か
し

た
い
」
と
話
し
た
。

沖
縄
を
歩
き
続
け
て
二
十
数
年

の
カ
ベ
ル
ナ
リ
ア
吉
田
の
沖
縄
実

踏
紀
行
の
最
新
版
「
何
度
行
っ
て

も
変
わ
ら
な
い
沖
縄
」
が
こ
の
ほ

ど
㈱
林
檎
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

発
売
さ
れ
た
＝
写
真
。

増
え
続
け
る
旅
行
者
、
沖
縄
風

を
演
出
す
る
飲
食
店
に
観
光
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
、
急
速
に
変
貌
す
る

沖
縄
を
旅
し
た
著
者
が
、
そ
の
隙

間
に
残
る
古
き
良
き
沖
縄
の
風
情

な
ど
を
ま
と
め
た
一
冊
。
八
重
山

諸
島
の
飲
食
店
を
紹
介
し
た
ペ
ー

ジ
も
あ
る
。

Ａ
５
判
、
２
２
４
㌻
、
本
体
１

５
０
０
円
（
税
抜
き
）。市
内
の

ブ
ッ
ク
ス
き
ょ
う
は
ん
や
い
ま

店
、
タ
ウ
ン
パ
ル
や
ま
だ
、
ツ
タ

ヤ
石
垣
店
な
ど
で
販
売
中
。
詳

し
く
は
㈱
林
檎
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
（
０
５
５
１
!
３２
!
２
６
６

３
）。

科
学
イ
ベ
ン
ト
参
加

女
子
中
高
生
を
募
集

【
那
覇
】琉
球
大
学
は
２７
日
、

女
子
中
高
生
を
対
象
に
八
重
山

高
校
で
行
う
科
学
イ
ベ
ン
ト

「
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ｆ
ｏ
ｒ
琉
球
ガ
ー
ル
ズ
ｉ
ｎ
石

垣
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

る
。
保
護
者
、
教
員
の
参
加
も

可
。
事
前
申
し
込
み
不
要
。

「
も
し
か
し
て
、
あ
な
た
理

系
か
も
」
と
題
す
る
同
イ
ベ
ン

ト
で
は
理
系
研
究
の
面
白
さ
を

紹
介
す
る
。
琉
球
大
学
理
系
教

員
に
よ
る
特
別
講
座
「
サ
イ
エ

ン
ス
の
面
白
さ
伝
え
ま
す
」、理

系
卒
業
生
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
講
座
「
仕
事
に
生
か
せ
る
理

系
ス
キ
ル
？
」、参
加
者
に
よ
る

グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
、
進
路
相
談

な
ど
も
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
は
午
後
１
時
半
開

場
、
同
２
時
開
演
。
問
い
合
わ

せ
は
、
琉
球
大
学
教
育
支
援
課

（
０
９
８
―
８
９
５
―
８
８
４

８
）。

浦
添
で
来
月
９
日

尚
志
会
が
藝
能
祭

【
那
覇
】第
１６
回
尚
志
会
藝
能
祭（
八

重
山
高
等
学
校
沖
縄
尚
志
会
主
催
）
が

９
月
９
日
に
浦
添
市
の
て
だ
こ
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
る
の
を
前
に
、
宮
良
安
彦
実

行
委
員
長
（
３０
期
）
ら
が
２４
日
、
本
社

那
覇
支
局
を
訪
れ
、
「
島
々
に
伝
わ
る

地
域
の
芸
能
や
八
重
山
の
古
典
芸
能
な

ど
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と

呼
び
掛
け
た
。

芸
能
祭
は
２
年
に
１
度
行
わ
れ
、
こ

と
し
で
３２
年
目
を
迎
え
る
。

第
１
部
「
八
重
山
古
典
芸
能
」、各
郷

友
会
が
地
元
に
伝
わ
る
芸
能
を
披
露
す

る
第
２
部
「
素
晴
ら
し
き
伝
統
の
世

界
」、城
間
健
市
と
新
良
幸
人
と
下
地
勇

の
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ

ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
」
が
出

演
す
る
第
３
部
の
「
未
来
へ
の
架
け

橋
」
の
構
成
。

司
会
は
、
同
校
出
身
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
沖
縄

放
送
局
の
「
お
き
な
わ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
ｅ
ｙ

ｅ
」
な
ど
で
活
躍
す
る
内
原
早
紀
子
さ

ん
が
務
め
る
。

入
場
料
３
０
０
０
円
、
午
後
５
時
開

場
、
同
５
時
半
開
演
。
問
い
合
わ
せ

は
東
川
平
靖
事
務
局

電
話
０
８
０
―

６
４
８
９
―
８
０
８
１
、
メ

ー

ル

yhigashi1188@gmail.com

石垣市教育委員会は、来
年１月４日開催予定の「成
人式」を思い出深いものに
しようと、新成人者で組織
する実行委員会の委員希望

者を募っている。締め切り
は９月末。実行委は、成人
式の２部新成人者によるア
トラクションの企画・運営、
成人式開催までに機運を盛

り上げる取り組みを担う。
対象者は１９９８年４月２日～
９９年４月１日生まれの新成
人者。問い合わせはいきい
き学び課（８３―０３７３）。

ユーグレナ石垣港離島ターミナ
ルの桟橋に押し寄せた大量の海
草＝２４日午後、同ターミナル

勇勇
壮壮
群群
舞舞
先先
祖祖
をを
供供
養養

明
石
エ
イ
サ
ー
に
会
場
一
体フィールドワークとして明石エイサーに参加した流通経済大

学と都留文科大学の学生ら＝２４日夜、明石公民館広場

地域の結びつき実感
大学生、伝統行事に参加

市教育委員会

成人式２部の企画
運営担当委員募集

い
し
が
き
少
年
少
女
合
唱
団
指

揮
者
の
砂
川
富
貴
子
さ
ん
（
中

央
）
ら
に
、
宮
良
長
包
生
誕
１

３
５
年
記
念
音
楽
祭
の
収
益
金

な
ど
を
贈
呈
し
た
実
行
委
員
会

の
大
山
伸
子
副
会
長
（
右
端
）

ら
＝
２４
日
午
後
、
石
垣
市
文
化

協
会

明
石
エ
イ
サ
ー
祭
り
で
エ
イ
サ
ー
を
披
露
す
る
出
演
者
＝
２４
日

夜
、
明
石
公
民
館
広
場

いしゃなぎら子どもアンガマに大喜びのお年寄りら＝２４日午後、サービス付き
高齢者向け住宅「八重の杜」

福祉施設訪問、お年寄り笑顔

方言巧みに珍問答
いしゃなぎら子どもアンガマ

ア
ン
ガ
マ
の
席
で
、
力
強
い
津
軽
三
味
線
を

披
露
す
る
桃
原
卓
也
君
。
拍
手
喝
采
を
浴
び

た
＝
２４
日
夜
、
大
川
の
後
上
里
馨
さ
ん
宅

津軽三味線、アンガマと共演
桃原君、力強いバチさばき

第
１６
回
尚
志
会
藝
能
祭
を
Ｐ
Ｒ
す
る
宮

良
安
彦
実
行
委
員
長
（
右
）
と
東
川
平

靖
事
務
局
長
＝
２４
日
午
前
、
本
社
那
覇

支
局

カ
ベ
ル
ナ
リ
ア
吉
田
さ
ん
が
新
著!何度行っても変わらない沖縄"

沖縄を歩き続け２０年
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